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標準の「光合成有効放射(PAR)」範囲 400～700nm 以外の波⾧も光合

成に寄与し、植物の成⾧、形態および二次代謝生産物に大きな影響を与え

る可能性があります。 

「拡張波⾧域 光量子センサー」は PAR 領域だけでなく、紫外光・遠赤色光

の波⾧も捉えることが可能です。 

屋内栽培環境（屋内温室または成⾧チャンバー内の植物キャノピー）での PFD 測

定など、LED ライトを使用する屋内の生育環境でご使用ください。 

 


